
アポリポ蛋白A2（APOA2）アイソフォーム検査を受けられた方へ

APOA2アイソフォーム検査結果の見方と注意点について

検査結果解釈の手引
● APOA2アイソフォーム検査結果（APOA2-i Index値）は、基準値未満の場合に、陽性（低値異常）
と判定されます。

● 基準値以上の場合、陰性と判定されます。なお、陰性の場合であってもすい臓がんを否定する
ものではありません。

APOA2-i Index値により陽性（低値異常）と判定された方へ

● 陽性（低値異常）と判定された方は、すい臓がんの可能性がありますので、本検査を受けられた

医療機関に他の検査等を受けるべきかご相談ください。

• 本検査はすい臓がん以外のすい臓疾患（慢性すい炎など）でも陽性判定となる場合があります。

• すい臓がんや、すい臓疾患ではない方でも陽性判定となる場合があります。

そのため、本検査で陽性であってもすい臓がんであるとは限りません。

● 本検査の結果のみですい臓がんの診断はできませんのでご注意ください。

● すい臓がんの確定診断には他の関連する検査結果や臨床情報なども考慮した、医師による総合

的な診断が必要となります。

裏面もご覧ください➡1)国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（全国がん登録） より算出

注：基準範囲は医療機関によって異なる場合がありますので、詳細は検査を受けられた医療機関にご確認ください。

■検査結果の解釈において、以下の点にご留意ください。

■その他の参考情報

• 2020年のすい臓がんの新規患者数は、全年齢で人口10万人あたり35.2人（0.0352%）、

50歳以上では人口10万人あたり71.9人（0.0719%）と報告されています1）。
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医療機関

〈参考情報〉すい臓がんの診断について

● APOA2アイソフォームはすい臓がんの診断補助に用いられる腫瘍マーカーです。                        

● すい臓がんの診断までには以下のような流れがあります。実際にどの検査を行うかは医師または

医療機関とご相談ください。

どの検査にも長所と短所があり、すい臓の検査ではそれぞれの長所を活かしながら、いくつかの

検査を組み合わせて進めていくことで、すい臓がんの検出や診断を行います。

すい臓がん診断の流れ（診断アルゴリズム)2）
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ステージを診断

診断を確定

症状／血液検査結果（すい酵素、腫瘍マーカー）／

すい臓がんになりやすい危険因子／画像検査におけるすい臓の異常所見

造影CT検査あるいは造影MRI（MRCP）検査
あるいは超音波内視鏡（EUS）検査

内視鏡による
すい管造影（ERCP）検査

腹部超音波検査
（エコー）

病理検査による診断


